






要約:小児の B 型慢性肝炎の自然歴を知るため、自験 60 例の e 抗原から e 抗体への

seroconversion(以下、SC と略)の実態を検討した。その結果、未治療群では、(1)51 例中

31 例(61%)に SC を認めた。(2)10 歳までに 87％が SC を起こした。(3)観察 3年以内に 50％

以上に SC が見られた。治療群では、(1)9 例中 6 例(67％)に SC を認めた。以上より、小

児 B 型慢性肝炎は、10 歳までに、あるいは観察しはじめて 3 年までに高率に SC を起こす

と考えられた。


